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　開設して3年目。ドタバタとみんなで悩みながらすすめてきた施設運営も、年々落ち着いてきているよう
に感じます。「はじまりの頃は・・・」と言いたいところですが、それはさておき、世の中にはたくさんの「○○
したい」「○○なりたい」が溢れています。
　「おいしい物が食べたい」「リハビリをして元気にないたい」「歩けるようになりたい」「ゆっくりしたい」「家に
帰りたい」そんな当たり前の望みを言えるって大切なことです。
　望み＝生きる意欲ではないでしょうか。「○○したい」をたくさん吸い上げて、それを実行していく。１日
で実行できることもあります。時間をかけて実行することもあります。一人でできることもあります。仲間
で協力してできることもあります。
　そのために、私たちは、ここで暮らす一人ひとりに顔を近づけ、声を掛けて、耳を傾け、その方の思いを
感じ取ることを続けていきます。
　ちらん敬和の郷で暮らしているみなさんの「○○したい」「○○なりたい」に応えられるようになりたいで
す。

『希望！　 どんな不幸におちいっても、 われわれは希望の太陽を心からすててはならない。
つねに楽天的であること。つまり天命を楽しむこと、 これこそがわれわれを幸福に導く信仰である。 今日
を立派に生きることが、 明日の希望を見出すことであり、 明日の希望があってこそ われわれが明るく生
きることができる。 現在を嘆き悲しむものはやがて不運を招くことになる。 』（ヘレン・ケラー）

～カオルさんの看取り～
　カオルさんはご家族、職員が見守る中旅立たれました。肩で呼吸をしていたのが徐々にゆっくりとなりました。「カオルさん息をして。大きく息をし
て」ベッド回りにいた人たちが顔をめいっぱい近づけて話すと、最後に大きく息をし、その後息をすることを止めました。眠っているようなとても穏やか
な表情で、家族とも「眠っているみたいでいつもベッドで寝ている時みたい」とカオルさんを囲んで、顔を撫でながら話しました。私はこれまで多くの
高齢者の最後を病院や施設で看てきました。ちらん敬和の郷でも開設から5人の方を看取らせてもらいました。5人の方々それぞれの最後をしっ
かり覚えています。カオルさんは徐々に食事を食べなくなり管理栄養士をはじめ、全員が悩み工夫をしました。家族や医師、看護師、ユニット職
員、管理栄養士、生活相談員などと何度も話し合いを持ち、何がカオルさんにとって幸せなのか、本人にしかわからないことをみんなで考え抜
いての看取りケアでした。栄養面からの管理を行い、元気でいてもらうことを生業にする管理栄養士にとっては、とても葛藤があり自分の専門性
の無力感に涙する日もありましたが、最後の瞬間を目の当たりにし、気持ちの整理をしながら体をきれいに拭いていました。カオルさんは私たちに
たくさんの喜びや楽しみ、悲しみ、苦しみを与えてくれました。あんなに曲がっていた小さな体が実はまっすぐ伸び、きれいな姿勢で横になっている
のを見て、「ありがとう」という気持ちがこみ上げてきました。

生きる意欲を大切にしたい

<<ちらん敬和の郷の人たち>>

上片野 拓也

（H26年介護福祉士取得）

ちらん敬和の郷に就職し3年目

を迎えました。これまで職員の

方々にいろんな事を教えてもら

い、利用者様とも楽しい日々を

過ごさせて頂いております。今後

も利用者様の笑顔を引き出せる

よう頑張っていきます。

福山樹

（H25年ヘルパー2級取得）

ちらん敬和の郷にお世話になり3

年目となりました。お年寄りさん

のその日の体調や気分に合わせ、

1日1日を大切に過ごしていただ

けるようにしていきたいと思いま

す。「ありがとう」と感謝され嬉し

かった気持ちを忘れずに日々頑

張ります。

岡村

（H26年介護福祉士取得）

ちらん敬和の郷に勤めて3年目。

ショートステイのユニットで仕事を

しています。毎日利用者が変わり、

一人ひとり対応が異なるので、先

輩方の対応を参考にし、指導して

いただきながら頑張っていきたい

と思います。



〒８９７－０３０２ 南九州市知覧町郡5998－1

社会福祉法人敬和会

特別養護老人ホーム ちらん　敬和の郷
　（TEL）０９９３－５８－７０８０
　（E-mail）keiwanosato@kagoshima-keiwakai.jp
　　デイサービス敬和の郷　　　　　　　　　　　（TEL)０９９３－７６－０８５５
　　ホームヘルプ敬和の郷　　　　　　　　　　　（TEL)０９９３－７６－０８３３

　　居宅介護支援事業所　敬和の郷　　　　　（TEL)０９９３－５８－７０５０

～ちょっと話～岩井田ケアマネ生活相談員
　私は世代的には「就職氷河期」と言われる世代でフリーター全盛期
の世代である。先日、友人が長く勤めたフリーターを辞めた。「地元」
を誇れる仕事をすると話していた。今まで仕事に誇りを持っていな
かったわけではないが、「地元」という言葉が耳に残った。私は現在、
地域密着型の施設に勤めている。入居者同士の何気ない会話の中
で、地元特有の地域名を話す様子や、古い時代の地域の歌を口ずさ
み楽しみ、懐かしみながら「よく覚えているねえ」などとその方の記憶
のよさに入居者同士が感心し合う場面を目の当たりにすると同じ地
域に暮らしてきた良さを感じる。私は今地域の助けてもらいながら
日々仕事をしているが、これからは少しでも貢献できることはないか
を考えながら仕事をしていきたいと思う。

～紫芋水羊羹の作り方～
（材料）さつま芋　200g　水　200g　アガー　5g　砂糖　5g
＊アガーとはゼラチンや寒天のような物で、滑らかに仕上がりま
す
（作り方）
①　さつま芋は茹でてペースト状にする
②　アガーと砂糖をよく混ぜる
③　分量の水を火にかけ、②をよく溶かす
④　①と③をよく混ぜる
⑤　冷やして固めて切り分ける

今回朝隈さんのご家族様より美味しい
さつま芋を頂きました。入居者の皆様
に、美味しいさつま芋を水羊羹にして
提供させてもらいました。
ありがとうございました。入居者はじめ
職員から大絶賛！！
素材がいいので大人気でした。

65歳以上の要介護認定を受けられた南九州市在住の

方であればどなたでもお申込みできます。（要介護１・２は
要相談）

申込書類は準備しておりますのでご連絡下さい

～ボランティアをやってみませんか～

介護施設では、たくさんのボランティアがあると助かります。ちょっとし

た時間でも構いません。お花をいけてくれたり、お年寄りのお茶飲み相手

になってもらったり、洗濯物を一緒にたたんでもらったり・・・みなさん

のボランティアの力は、お年寄りの生活をより豊かなものにしてくださる

と思います。未経験者でも大丈夫。何かしたいという気持ちがあれ

ば・・・ ボランティア担当 若松

＜ショートステイ＞

茶話会や風船バレー大会、など

行事がたくさん。忙しい中でも

ゆっくり過ごしてます。

＜デイサービス＞

とにかく楽しく盛り上がる

デイサービス。畑に、草取

りに、踊りに、歌に！

＜ちらん敬和の郷＞
夏を迎えるにあたり、行事が目白押し。とな

りの梅林に入居者・職員と一緒に毎年恒例の

梅ちぎり。願いを込めた七夕やボランティア

の大正琴、茶話会など忙しく、楽しく、疲れ

ないように過ごしております。

社会福祉法人 敬和会のホームページがリニューア

ルされました。 ちらん敬和の郷、デイサービス、

ショートステイなどの日常の様子や、空き情報など

も確認できますので、チェックして下さい。

URL： http://kagoshima-keiwakai.jp/
「社会福祉法人敬和会 鹿児島」と検索して下さい。スマ

ホや携帯からも閲覧できます。


